
大阪府南部のニ、三の溜池におけるブランクトン

1 緒 言
大阪府南部にある泉佐野市近郊の溜池群につレては、
水野 (1953) が1951年の夏におこなった詳細な陸水学的
研究があるが、それから10年を経過しt..::1961年の夏に再
び同地の溜池につレて調査する機会を得たので、ここに
その結果を報告し、 10年間におけるプランクトン相の変
遷について比較検討してみたレ。
今回の調査は、主として外聞条件とプランクトン相の
変遷との関連性を究めようとしたものであるが、調査
時がたまたま悪天候に遭遇したため、調査した溜池も少
なく池水の分析もなし得なかったのは遺憾である。
なお記述をすすめるにさきだち、調査にあたって懇切
な御指導をレただし、た大阪学芸大学の水野寿彦博士に深
く感謝の意を表する。

2. 也の概説
調査した溜池は、葛城山( 標高8571凡) の山麓から西方
につき出たゆるやかな傾斜の洪積台地上、海抜35押 L付近
にあるつなお、溜池の番号は水野 (1953) に従った。

3. ブランクトンの種類
今回の調査で査定し得たプランクトンの種名を次に挙
げる。
Phytoplankton ( 植物性プランクトン)
Cyanophyceae ( 藍藻類)
Microcystis aeruginosa 

Dinophyceae ( 双鞭藻類)
Peridinium cinctum 
Ceratium hirundinella 

Chlorophycea巴( 緑藻類)
Eudorina elegans 

藤 下 英 也

Volvox aureus 
Phacus pleuronectes 
Pediastrum duplex var. reticulatum 
Pediastrum duplex var. graci1li m u m  
Scenedesmus quadricauda 
Mougeotia vert巴bratum
(Desmidiaceaeユ( 鼓藻類)
Staurastrum lunatum 
Selenastrum bibaraiamum 
Arthrodesmus convergens 
Euastrum sp. 

Bacillariophyceae ( 珪藻類)
Melosira granulata 
Gyrosigma attenuatum 
Navicula sp. 

Zooplankton ( 動物性ブランクトン)
Copepoda ( 榛脚類)
Eodiaptomus japonicus 

Cladocera ( 校角類)
Diaphanosoma brachyurum 
Simocephalus vetulus 
Bosmina longirostris 
Bosminopsis deitersi 

Rotatoria ( 輸虫類)
Filinia longiseta 
Colloth巴ca cornuta 
Pedalia mira 
Polyarthra trigla 
Trichocerca cylindrica 
Trichocerca sp. 
Asplanchna PI iodonta 
Brachionus fa1catus 
Brachionus quadridentatus 
Brachionus angularis var. chelonis 
Brachionus forficula 
Brachionus diversicornis 
Anuraeopsis fissa 
Colurella bicuspidata 
Keratella cochlearis 
Keratella cochlearis var. tecta 
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4. 各溜池のブ? ランクトン相
2号池 (pH6.6) では、楠物性フ“ランクトンは Micr

ocystis aeruginosa が主要積で、このほカ双鞭藻類の
Ceratium hirundinella および緑藻類の Volvox aur 
eus が各 1種のみ見られたに過ぎなしn 動物性プランク
トンの主要要素は輸虫類で、量的には少ない力、} 積類数に
宮み、計 8種を力、ぞえた、そのうち Brachionus forfic 
ula が個体数最も多く、それに次ぐものが Brachionus
falcatus であるつ枝111類は Simocephalus vetulusと
Bosminopsis ' 0  

3号池 (pH6.0) における桁物性プランクトンは、量
的に多くはないか種類に宮み、計-12種を治、ぞえたとな泊、
でも Staurastrum lunatum が比較的多く l封現するこ
とが注意を惹く c それに次L、で Phacus pleuronectes 
が多く、 Pediastrum duplex もごくわずカ iであるヵ、見
られた 動物性プランクトンでは輪虫類の Brachionus
falcatus か主要積で、これに次ぐもの虫色 Brachionus
for五cula と Polyarthra triglaである( このはか、 Br
achionus quadridentatus， Asplanchna priodonta な
ど輪虫類の計 7 積に校角類 2種と梼脚類 1簡が加ってL、
るハ
4 号池 (pH5.4)では、 2 ・3 号池に出況してL、た M i

crocystis aeruginosa と Ceratium hirundinella I士
見られず、植物性プランクトンは緑藻類 7種と双鞭藻類
の Peridinium cinctum 1種、計 8積が数えられた。
また 3号池と同様に Staurastrum lunatum がかなり
多く出現してレる。動物性ブランクトンは輪虫類 6種の
みで、その主要穫は Brachionus forficula、これに次
L  、で Brachionus angularis var. chelonis および
Anur日eopSls 五ssa が比較的多く見られたっ

5. ブランクトン相の変遷
1951年の調査結果と 1961年の調資結果とにおLて、そ
のプランクトン相の異同を比較するとおよそ次のように
なる。
A :  1951年および1961年の両調査におL、て出現が確認さ
れた種類

B :  1951年の調査では確認されてL、るil.1961年の調査で
は篠認されなかった種類

C :  1951年の調主主では確認されなかったが1961年の調禿
では確認された積類
この表より、 1961年の調査では1951年のそれと絞ベ

て、そのプランクトン相にかなりの差異泊‘見られ、特に
鼓藻類の生産方、著しく減少 L てL 、ること、および、l愉虫類
の出現種類数カ1増加してL 、ることが注意を慈し
水野( 1953) によれば、この地域の溜池におしては鼓

漠類の生産が極めて豊富で、なカ} でも 3 号池では20種近
〈の鼓藻類が査定されているが、今| 口1の調奈では僅かに
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4 種が見られたに過ぎなし、。一般に鼓藻類の繁殖は水中
における Caイオンと S04イオンの量に影響されると考
えられているが、池水の分析をおこなってし、なレので、
前向の調査時と較べて Caイオン、 S04イオンはじめ溶
存化学成分が鼓藻類の減少とどのような関連性があるの
か言及することはできなレヮ
また輪虫類についてみると、前回で見られた Monos

tyla属( 主として水草の繁茂する池沼に多L、種類) を今
回の調査では全く確認することができず、一方 Brachio
nus 属 2種や Asplanchna など、前問の調斎では見ら
れなカ I ったものが新たに13種が増加しているの
このようにプランクトン相にかなりの養罪、カ勺型められ

た内

6. 考察
プランクトンを指標として、これらの溜池の貧栄養力、
ら富栄養への遷移の過釈を考察してみると、およそ次の
ようなことが云えよう。
湖沼の富栄養化の指標にしようとした N Y G A A R D
(1949) の，.Chloroph ycea -Quotien t" ::EM E Z C.A/ D. A を
ここに一応適用してみると、 1951年の調査結果では 0.1
それと較べて1961年では鼓漆類が著 L く減少し 0.5に
増大してし、ること、および官栄養化のすすんだ池沼に多
いとされているの
Asplanchna priodonta や Brachionus 属の出現
してし、ることカ h ら、 10年間にこれらの潮池が貧栄養から
寓栄養へ遷移しつつあると考えられるυ
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7 要 約
1  大阪府南部にある溜池群のブランクトン相を調査
し、 10年前におこなわれた同じ溜池のそれと比較検討
したハ

2  プランクトンの出現種類数にかなりの差異が見ら
れ、鼓藻類が著しく減少してし、る一方、輪虫類は増加
していることが認められた。

3  以上のようなプランクトン相から見ると‘これらの
けS池は若干、貧栄養から富栄養への遷移の過程にある
ように考えられるわ
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第 1 図 B削 1 1 0 m
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第 2 図 Brachionus

(3号池産) ( 原図) I 第 5 '関 Brachionus diversicornis 
第 3 図 Brachionus angularis var. chelonis (  2号池産) ( 原図)

(4号池産) ( 原図) i  梯尺
第 3 '図 Brachionus angularis var. chelonis a  :  1， 5， 5'区|
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第 4 図 Brachionus for且cula (2号池産) (原図 c :  3， 3'図
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